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 ２010年 年頭挨拶
 地域の皆様の健康と幸せを守るために
脳神経疾患の早期発見
早期治療に力を注ぎます
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　今年も地域の皆様の健康と幸せを支えるために、脳の専門病院
として、脳血管障害・脳腫瘍などの早期発見・早期治療はもちろ
んのこと、「後遺症の少ない脳神経疾患の治療」にスタッフ一同
尽力いたします。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

柏葉脳神経外科病院 

 理事長／院長　金子 貞男
救
急
隊
員
か
ら
の
一
報
で
整
え
る

「
t
P
A
モ
ー
ド
」

　

脳
梗
塞
は
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
て
脳
細
胞
の
一
部
が
壊
死

し
、
手
足
の
マ
ヒ
や
言
語
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
残

す
病
気
で
す
。

　

当
院
で
は
脳
梗
塞
の
早
期
治
療
に
大
変
有
効
な
「
血
栓
溶

解
療
法
（
t
P
A
）」
に
2
0
0
5
年
12
月
か
ら
取
り
組
み
、

2
0
0
9
年
12
月
時
点
で
1
2
1
症
例
の
実
績
を
積
ん
で
い

ま
す
。
脳
梗
塞
の
患
者
さ
ん
が
血
栓
溶
解
療
法
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
全
国
平
均
で
約
2
%
で
す
が
、
当
院
で
は

約
8
%
を
誇
り
ま
す
。

　

当
院
の
血
栓
溶
解
療
法
を
支
え
て
い
る
の
は
、「
t
P
A

モ
ー
ド
」
と
い
う
チ
ー
ム
医
療
体
制
で
す
。
血
栓
溶
解
療
法

が
実
施
で
き
る
の
は
、
脳
梗
塞
発
症
後
3
時
間
以
内
。
救
急

隊
員
か
ら
一
報
が
入
る
と
、
医
師
・
看
護
師
・
放
射
線
技
師

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
「
t
P
A
モ
ー
ド
」
に
入
り
、
患

者
さ
ん
の
到
着
後
す
ぐ
に
検
査
と
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
準

備
を
整
え
ま
す
。
24
時
間
体
制
の
同
モ
ー
ド
に
よ
り
、
血
栓

救急車搬送患者数
1,427人

救急医療統計

＝100人

地域の皆様の健康と幸せを守るために

脳神経疾患の早期発見
早期治療に力を注ぎます

2010年 年頭挨拶

脳梗塞は早期発見・早期
治療で治る可能性が高ま
ります。発症後3時間以
内なら「血栓溶解療法」が
行えます。左上写真は、
治療前のMRA画像。赤
い囲み内の血管が詰まっ
ていますが、左下写真の
治療後のMRA画像では
血管が再開通しているの
が分かります。

治療前

治療後

原 因 （％） 原 因 （％）

脳 血 管
障 害 41.2 機 能 的

外 科 0.9

脳 腫 瘍 12.9 外 傷 28.8

脊椎脊髄
外 科 1.2 そ の 他 15.0

手術件数
340件

入院延患者数
44,486人

手術件数統計

地 域 （％） 地 域 （％）
豊 平 区 41.5 東 区 0.9
清 田 区 22.4 西 区 0.3
白 石 区 10.9 北 区 0.7
南 区 4.5 手 稲 区 0.7
中 央 区 2.9 そ の 他 11.8
厚 別 区 3.5



溶
解
療
法
の
実
施
率
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

言
語
障
害
や
手
足
の
麻
痺
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
入
院

当
日
か
ら
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
。
3
6
5
日

の
シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
で
対
応
し
て

い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
当
院
の
体
制
を
脳
梗
塞
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
活
か
し
た
い
と
、
地
域
の
診
療
所
や
病
院
の
医
師
と
の

連
携
を
強
化
す
る
交
流
や
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

未
来
を
見
据
え
た
病
院
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す

　

近
年
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
担
う
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
厚
生
労

働
省
の
策
定
を
受
け
、さ
ら
な
る
電
子
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

診
察
内
容
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
正
確
に
か
つ
迅
速
に
各

部
門
へ
伝
達
す
る
「
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
や
レ
ン

ト
ゲ
ン
フ
イ
ル
ム
や
頚
動
脈
エ
コ
ー
画
像
写
真
な
ど
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
画
像
で
保
存
・
管
理
す
る
、
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
シ
ス

テ
ム
「
P
A
C
S
（
パ
ッ
ク
ス
）」、
患
者
さ
ん
の
リ
ス
ト
バ

ン
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
患
者
確
認
を
迅
速
に
行
う
「
バ
ー

コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
電
子
化

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
得
ら
れ
る
の
は
、「
即
時
性
」「
正
確
性
」

「
安
全
性
」
で
す
。
電
子
化
さ
れ
た
検
査
や
治
療
デ
ー
タ
は
、

地
域
医
療
連
携
に
お
い
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
医
療

の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
積
極
的
に
学
会
に
出
席
し
、
最

新
医
療
を
学
ん
で
い
ま
す
。
音
楽
療
法
で
は
神
経
学
的
所
見

デ
ー
タ
を
集
積
す
る
取
り
組
み
に
も
着
手
し
、
医
療
の
進
歩

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
女
性
職
員
の
た

め
に
、
支
援
環
境
の
整
備
と
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

職
員
に
と
っ
て
も
良
い
病
院
」
で
す
。
今
後
も
未
来
を
見
据

え
た
病
院
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

脳
の
専
門
病
院
と
し
て
良
質
の
医
療
を
提
供
し
、
地
域
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

柏葉脳神経外科病院では、24時間

365日急患を受け入れています。脳

血管障害の早期発見から早期治療、適

切なリハビリテーションに対応できる

高いスキルを持った専門スタッフが待

機しています。

医療機関の皆さまへ

24時間 365日受付
電話011‐851‐2333

●片方の手足がしびれる

●足がもつれる、手足に力が入らない

●ろれつがまわらない

●言葉がとっさに出てこない

●ものが見えにくい

こんな症状が1つでもあれば脳梗塞が

疑われます。少し様子をみようなどと

は考えず、すぐに 119 番で救急車を

呼ぶか、当院を受診してください。

脳梗塞の発症を
いち早く確認するポイント

柏葉脳神経外科病院 2009年実績

外来再来患者数
33,613人

新入院患者数
1,636人

外来初診患者数
10,785人

来院者数統計（地区別）

地 域 （％） 地 域 （％）
豊 平 区 48.3 東 区 1.5
清 田 区 20.8 西 区 0.6
白 石 区 10.6 北 区 0.7
南 区 4.0 手 稲 区 0.3
中 央 区 1.8 そ の 他 9.2
厚 別 区 2.3

地 域 （％） 地 域 （％）
豊 平 区 44.5 東 区 1.5
清 田 区 21.8 西 区 0.6
白 石 区 10.9 北 区 0.7
南 区 5.2 手 稲 区 0.2
中 央 区 1.8 そ の 他 9.8
厚 別 区 2.9

地 域 （％） 地 域 （％）
豊 平 区 39.5 東 区 0.5
清 田 区 23.0 西 区 0.2
白 石 区 11.6 北 区 0.8
南 区 5.2 手 稲 区 0.1
中 央 区 3.1 そ の 他 12.0
厚 別 区 3.9



柏葉脳神経外科病院
私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り

ま
す 病

院
の
理
念

●
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の

医
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

●
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の

理
解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

●
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

●
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

●
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

●
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

●
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利

が
あ
り
ま
す

●
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権

利
が
あ
り
ま
す

患
者
さ
ん
の
権
利

病
院
の
基
本
方
針

と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
、「
裁
判
員
制

度
の
ス
タ
ー
ト
」「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
猛
威
」「
政
権
交
代
」
な
ど
様
々

な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年

も
「
患
者
さ
ん
に
安
全
で
安
心
い
た
だ

け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
小
川
）

2
0
1
0
年
、
新

し
い
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と

編
集
後
記

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と

脳
神
経
障
害
と
心
の

回
復
を
目
指
し
て 音楽療法室

部門レポート

音楽療法士…増澤綾子

音
楽
の
特
性
を
活
か
し
て

　

当
院
で
は
、
2
0
0
7
年
春
か
ら
「
音
楽
療

法
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
音
楽
療

法
士
が
常
勤
す
る
病
院
は
全
国
的
に
も
少
な

く
、
画
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

音
楽
療
法
は
、
音
楽
の
特
性
を
活
か
し
て
、

音
楽
を
「
聴
く
」「
演
奏
す
る
」「
歌
う
」
な
ど

の
活
動
の
中
で
、
身
体
・
認
知
機
能
の
維
持
改

善
や
、
意
欲
・
自
発
性
の
向
上
、
不
安
の
軽
減

や
感
情
の
回
復
、
さ
ら
に
生
活
の
質
の
向
上
を

目
指
す
も
の
で
す
。
音
楽
が
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
は
医
学
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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か
し
わ
ば
25
号

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

　

音
楽
療
法
に
使
う
楽
器
は
多
種
多
様
で
、
電

子
ピ
ア
ノ
や
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
、
タ
ン
バ
リ
ン
、

ギ
タ
ー
、
オ
ー
ト
ハ
ー
ブ
、
リ
ー
ド
ホ
ー
ン
、

木
琴
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

音楽療法には多種多様な楽器を使用します

オートハーブ

リードホーン

を
見
極
め
な
が
ら
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

患
者
さ
ん
も
音
楽
に
参
加
し
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
行
っ
た
り
、
ご
家
族
が
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
病
棟
デ
イ
ル
ー
ム
で
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
患
者
さ
ん
同
志
の
交
流
の
場
の

提
供
の
た
め
に
、
患
者
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
を

も
と
に
し
た
演
奏
や
歌
唱
を
行
っ
て
い
ま
す
。


